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長田任久 (立故大 ･文 ･心理),長坂袈罪 (立教
大 ･文 ･心理)
アカゲザルを被敬体とLT.ヒトにおいては形
が知覚されることが指摘されているネオンカラー
効果について検討した｡実験には遅延見本合わ
せ課題を用い､眼球運助によって反応させた｡各
試行では､まず画面中央に呈示した凝視点への1
-2秒間の注視の後､明るさおよび色によって
定義された輪郭を持つ見本東倣 を塁示した｡披駿
体力潮 疎1激を1-2秒間凝視すると見力疎l激を
消し､再び画面中央に凝視点を旦示した (遅延
期間)｡仙 dX)ミリ秒の凝視の後,両面中央か
ら等距離の上下左右4カ所にターゲット刺激を塁
示した｡披敬体が両面中央の凝視点の消失と同時
に先行見本刺激と同じ形の刺激にサッケ-ドす
ると報酬を与えた｡ターゲット刺激l緑 色のクロ
スハッチの一部を赤色としネオンカラー 効果を生
じさせることにより､幾何学図形の知覚が生起
する構成となっている｡約8カ月の訓練の結果か
ら,アカゲザルがヒトと同様にネオンカラー 効果
を知覚している可能性が示唆されたが､当該知
覚の限界を検討するには至っていない｡次年度は
クロスハッチの幅,線間距離､クロスハッチと刺
激断片との明るさのコントラストといった刺汲
パラメータを変化させることで当故知党について
詳細に牧村する予定である｡また選別による形の
知妃についても牧村を行い､ヒトの知党との比
較を行う予定である｡
